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第 1 章では、医療の情報化に関連する問題を概観し、本論文で分析する中心課題を明らかにしている。第 2 章では、
日本の病院で、の電子カルテの導入行動を実証的に考察している。第 3 章では、市民病院における電子カルテ導入前後
の患者の変化を実証的に検証している。第 4 章では、 IT 活用による医療・保健分野での情報ネットワークの構築につ
いて、地域医療で参考となる事例分析を試みている。第 5 章では、在宅健康管理システムのユーザー負担が有料であ
る地域と無料である地域を経済的に比較を行っている。第 6 章では、これまでの章で得られた結果や情報から、さら
に今後の求められる医療情報化政策を考察している。
医療の情報化が社会に与える影響は大きいものにも関わらず、これまで行われてきた先行研究の多くは、医療分野
が主流であり、計量分析に耐えうるデータがこれまでほとんど利用可能で、なかったため、経済的、公共政策的なアプ
ローチからの検証が行われなかった。本論文は独自のサーベイに基づいた分析であり、結果の一般性・普遍性という
点では、なお検討の余地がある。しかし、医療の情報化の実証的かっ政策的分析は新しい試みであり、本論文は、今
後の当該分野の研究手法およびその方向性に大きく影響を与えるものである。
このように、本論文は医療の情報化の研究における重要な頁献として高く評価できる。以上のことから、本論文は
博士(国際公共政策)の学位に十分値するものと判断される。
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